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待っていた 待ちわびてた 

君の初めての声を 

早い春が僕らの部屋へ 

飛び込んできたようだ 

 

暖かな光の中 

ほんのささやかな生命
い の ち

 

けれど確かな息づかいを 

ひとつずつ刻んでゆく 

 

いつまでもその笑顔で 

素直なままの心で 

かけがえのない君の未来 

生きてほしいよ 

 

果てしない時の流れ 

どこまでも広い宇宙に 

たったひとつ青い地球が 

君の生まれた故郷
ふるさと

 

 

高い山 深い谷 

行く手にはたぶんいくつも 

つまづく石が落ちているだろう 

くじけることもあるけれど 

 

限りなく大きな夢を 

いつの日も小さな胸に 

抱
いだ

きながらまっすぐな道 

歩いてほしいよ 

 

いつまでもその笑顔で 

素直なままの心で 

かけがえのない君の未来 

生きてほしいよ 

 

いつまでもその笑顔で 

素直なままの心で 

かけがえのない惑星
ほ し

の未来 

生きてほしいよ 

 




